










Regularity of the Particle Ratio in General Japanese Texts 






















が似た品詞比率になっており，図 1 と同様の傾向が観察される。 














分析には国立国語研究所が公開している BCCWJ の固定長・長単位データと CHJ の平安，
鎌倉，室町編の長単位データを使用する。ただし BCCWJ 固定長データの図書館書籍サブコ
ーパス（以下図書 SC と略す）と，書籍サブコーパス（以下書籍 SC と略す）の分析結果は
よく似た結果となったため，本研究では図書 SC の結果のみ提示する。BCCWJ と CHJ では















図 1 名詞比率と助詞比率の散布図：        図 2 名詞比率と助詞比率の散布図：   
図書 SC，N=10,551         図書 SC 章節構造文書，N=8,792 







 図 1 では名詞比率 40%までは楕円形で，そこから下に向かう尾がついているような形を
している。図 2 は国立国語研究所（2015）の文体情報2を使用し，柏野（2013）で「文体判
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いかないもの」を除くと，図 2 のように尾の部分がかなり少なくなる。それでもまだ図 2 で
は名詞比率 45%までの楕円形の塊と尾に分かれているように見える。 
















                                                        





















その他比率は 30%未満に絞り込み，この「名詞比率 45%未満・その他比率 30%未満」のサ
ンプルを仮に「一般的な日本語テキスト」と定義してこれを分析に使用する。 
絞り込みの結果，図書 SC では全体の 98.2%に当たる 10,364 サンプルが残った。図 3 はこ
のデータを使用した名詞比率と助詞比率の散布図，図 4 は名詞と助詞の度数折れ線である。
助詞比率の平均は 34.1%，標準偏差 2.1%，名詞比率の平均は 29.7%，標準偏差 4.5%である。




図 3 名詞比率と助詞比率の散布図：       図 4 名詞と助詞の度数折れ線： 
一般的な日本語テキスト，N=10,364     一般的な日本語テキスト，N=10,364 
 
３．分析結果①：名詞と助詞の大分類との相関 







 本節では BCCWJ の図書 SC，新聞 SC，雑誌 SC，白書 SC の固定長・長単位データと








図 5 図書 SC の品詞比率，N=10,364     図 6 新聞 SC の品詞比率，N=1,473 
      
  
図 7 雑誌 SC の品詞比率，N=1,690     図 8 白書 SC の品詞比率，N=1,147 
 
  
図 9 CHJ27 作品の品詞比率，N=27     
  
 表 2 は名詞比率を説明変数，4 種類の品詞比率を目的変数とした回帰分析を行って求めた
回帰直線の傾きと切片，および決定係数 R2 の値で，図 10～14 はこれを図示したものであ
る。雑誌 SC や白書 SC では，名詞比率と助詞比率に弱い負の相関が観察されるが，図書
SC，新聞 SC，CHJ では名詞比率と助詞比率には相関がない。名詞と最も強い負の相関が
図書SC 新聞SC 雑誌SC 白書SC CHJ
平均 34.1% 34.8% 33.3% 34.2% 33.9%
標準偏差 2.1% 2.0% 2.6% 2.1% 1.1%
最小 20.3% 27.4% 22.0% 27.6% 32.1%
最大 41.4% 40.3% 40.7% 40.7% 36.1%
尖度 1.209 -0.09 0.965 -0.03 -0.5
歪度 -0.4 -0.29 -0.71 0.07 0.382
標本数 10364 1333 1690 1147 27
全サンプル 10551 1473 1996 1500 27










図 10 図書館 SC の回帰直線         図 11 新聞の回帰直線 
 
  
図 12 雑誌 SC の回帰直線         図 13 白書の回帰直線 
 
 
           図 14 CHJ の回帰直線 
傾き 切片 R2 傾き 切片 R2 傾き 切片 R2 傾き 切片 R2
図書SC .015 .337 .001 -.488 .286 .520 -.294 .178 .301 -.232 .199 .285
新聞SC -.004 .350 .000 -.450 .273 .507 -.348 .182 .451 -.198 .195 .299
雑誌SC -.171 .390 .114 -.461 .280 .552 -.141 .134 .094 -.228 .197 .312
白書SC -.185 .415 .084 -.343 .224 .297 -.268 .174 .239 -.204 .186 .194
CHJ -.002 .340 .000 -.341 .220 .482 -.381 .183 .409 -.275 .258 .402
助詞 助動詞 その他 動詞
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×クリア￥千 ピンク￥千♥１♥２（BCCWJ サンプル ID：PM11_01212，実著者不
明，『Ｍｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ』，名詞比率 39.3%，助詞比率 25.6%） 
 













書』，昭和 63 年版，名詞比率 36.0%，助詞比率 29.1%） 
 
  




  図 15 は，横軸の名詞比率に対して図書 SC，雑誌 SC，白書 SC のテキストがどれぐらい
の割合で存在しているかの分布を描いた図である。図書 SC＜雑誌 SC＜白書 SC の順に名
詞の比率が高いテキストが多く分布しており，特に白書 SC は名詞比率の高いテキストが多
いことが分かる。一方，図 16 は横軸を助詞比率にして，同様の分布を描いた図で，助詞比
率は 3 つの SC で分布がほぼ同じであることが分かる。各 SC で助詞の分布がほぼ同じなの
に，名詞の分布が異なるということは，雑誌 SC や白書 SC ではそれだけ助詞と結びつかな
い名詞の列挙が多いことを示唆している。雑誌 SC や白書 SC に名詞と助詞に弱い相関があ
るのは，名詞の列挙が多いテキスト等を除き切れていないことが原因である可能性が高い。




が多いため，名詞より動詞との相関が高そうに思われるが，助動詞と動詞の R2 は図書 SC












関を観察する。初めに図書 SC の中に出現した助詞の使用率 5 位までの例を示す（表 3）。 
 
表 3 図書 SC10,551 テキストの中に出現した主な助詞とその使用率 
 
 




も多く，接続助詞全体の半分以上を占めている。副助詞は上位 5 種類で 68.8%になる。終助
詞や準体助詞は頻度そのものが少なく，それぞれ格助詞の 4.6%，2.7%しかない。 
 
を 24.3% は 73.9% て 53.7% か 20.6% か 36.4% の 100%
に 24.0% も 25.5% が 12.4% や 17.1% よ 18.4% 頻度 334,181
が 17.9% こそ 0.5% と 9.2% など 11.1% ね 16.3%
と 13.4% といっても 0.1% ば 6.8% まで 11.1% な 10.5%
で 8.5% ぞ 0.02% から 6.3% だけ 8.9% わ 4.7% の 100%
頻度 1,198,605 頻度 295,021 頻度 182,690 頻度 93,158 頻度 54,816 頻度 32,028




 ５.２ 名詞比率と助詞中分類との相関 




図 17 図書 SC の助詞比率，N=10,364     図 18 新聞 SC の助詞比率，N=1,473 
 
  
図 19 雑誌 SC の助詞比率，N=1,690     図 20 白書 SC の助詞比率，N=1,147 
 
  





















図 23 図書館 SC の回帰直線         図 24 新聞の回帰直線 
 
  
図 25 雑誌 SC の回帰直線         図 26 白書の回帰直線 
  
図 27 CHJ の回帰直線            図 28 CHJ の格助詞と係助詞の比率・時代順 
傾き 切片 R2 傾き 切片 R2 傾き 切片 R2 傾き 切片 R2
図書SC .165 .110 .134 -.055 .070 .038 -.155 .079 .303 .285 -.230 .428
新聞SC .116 .138 .055 -.072 .078 .055 -.123 .065 .265 .150 .017 .148
雑誌SC .023 .152 .003 -.052 .070 .037 -.130 .072 .289 .130 .072 .155
白書SC -.139 .234 .053 -.049 .058 .010 -.054 .039 .052 .146 .039 .046
CHJ .156 .075 .144 -.185 .116 .243 -.249 .139 .472 .392 -.040 .809
格助詞 係助詞 接続助詞 連体助詞
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 品詞の大分類での分析と同じように図書 SC，新聞 SC，CHJ は似た傾向を示し，雑誌 SC
と白書 SC はやや異なる傾向となっている。ただし，連体助詞（荒い鎖点）が上向きで接続
助詞（グレーの線）が下向きになるという傾向は全てに共通しており，表 4 の決定係数 R2
を見ても白書を除くといずれも比較的高い相関が確認できる。また図書 SC，新聞 SC,CHJ
では格助詞と係助詞に正反対の相関が観察される。 





図 29 図書館 SC の回帰直線         図 30 新聞の回帰直線 
 
  
図 31 雑誌 SC の回帰直線         図 32 白書の回帰直線 
 
   













図書SC .056 .007 .118 .015
新聞SC .008 .000 .008 .000
雑誌SC .004 .075 .000 .023
白書SC .071 .075 .019 .000








 図 29～33 では，図 23～27 の黒の線同士を合計したものを黒の点線，灰色の線同士を合
計したものを灰色の点線で表示している。黒の実線はさらに終助詞を加えたもので，灰色の
実線は準体助詞と副助詞を加えたものである。図 23～27 では正と負に相関があった助詞同
士を合計すると相関が低くなる傾向が観察される。特に図書 SC と新聞 SC では格助詞＋係
助詞＋終助詞のグループと，残りの連体助詞＋接続助詞＋準体助詞＋副助詞のグループの
小計でほぼ名詞との相関がなくなる。 
 雑誌 SC と白書 SC の格助詞＋係助詞＋終助詞が負の相関になるのは，図 12，13 の助詞の












格助詞＋係助詞＋終助詞の合計がほぼ水平になるのは図書 SC と新聞 SC のみで雑誌 SC














助詞が減少するという関係も納得できる。接続助詞と動詞の決定係数 R2 は図書 SC＝.297，















と名詞との相関は小さくなるが，決定係数が新聞 SC：.008，雑誌 SC：.000，白書 SC：019




































 第 4 には，なぜ助詞の比率が 34%前後で一定になるのかを解明する必要がある。助詞は
単語と単語の間で使用されるため，日本語が「単語＋助詞＋単語」という基本構造を持つの
であれば，その 1/3 に当たる 34%前後で一定になるのも当然かもしれない。しかし，日本語
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